
平成 29年 第１回 定例会 

○代表質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問年月日 質問者 件    名 要     旨 

平成 29年 

３月 13日 

(2/28 受付 ) 

未来 

加藤嘉久次 

(一括質問) 

１．福祉避難所について 

２．広域的な周遊観光について 

１．問題点と課題  

２．天理市は通過型になっていることの

課題 



平成 29年 第１回 定例会 

○一般質問 

質問年月日 質問者 件    名 要     旨 

平成 29年 

３月 13日 

( 2 / 24 受付 ) 

仲 西  敏 

(一問一答) 

１．福祉に関する事業について（高

齢者を中心に） 

２．教育の諸課題について 

３．公民館と住民自治について 

１－１．地域包括ケアシステムの構築 

１－２．介護サービスの充実について 

１－３．高齢者の健康づくり対策につい

て 

１－４．ＩＣＴの技術の利活用 

２－１．ＩＣＴの活用状況と今後の展望 

２－２．土曜学習、放課後学習について 

２－３．平成 28年度全国学力・学習状況

調査テスト結果への対応 

３－１．公民館の現状と課題 

３－２．公民館のあり方 

３－３．これからの公民館 

平成 29年 

３月 13日 

( 3 / 1 受 付 ) 

今 西 康 世 

(一括質問) 

１．天理市の人口減少と税金、ま

たその対策について 

２．働き方改革について 

１－１．2060年の人口減少に伴う市の財

政規模及び市税の状況について 

１－２．今後進むと思われる人口減少に

ついて、これからどのような対策を講じ

られるのか 

１－３．2060年の財政規模を確保するた

めに、今後市が取り組む具体的施策につ

いて 

２－１．天理市及び天理市役所の実態 

２－２．今後働き方改革についてはどう

していくのか、積極的な取り組みについ

て 

２－３．働き方改革について、議論の場

を設けてはどうか（要望） 

平成 29年 

３月 13日 

( 3 / 1 受 付 ) 

東 田 匡 弘 

(一問一答) 

１．天理市における交流人口の拡

大について 

２．いじめ防止に向けての取り組

みについて 

１－１．まち・ひと・しごと創生総合戦

略の取り組みの現状と課題について 

１－２．天理駅周辺へにぎわいをつなぐ

ことについて 

１－３．高原地区での新たなにぎわいづ

くりについて 

２－１．いじめ問題の現状 

２－２．いじめ防止基本方針策定を受け

て 



平成 29年 

3月 14日 

( 3 / 1 受 付 ) 

鳥 山 淳 一 

(一問一答) 

１．魅力のある住みよいまちづく

りについて 

 

１－１．よりよい教育環境について 

 ・総合教育会議の成果と来年度の重点

について 

 ・福住小学校特区及び小中一貫教育の

進捗と今後について 

 ・いじめ不登校の現状と対策及び市の

ニート対応（市しごとセンター）につ

いて 

１－２．子育て支援及び少子化対応につ

いて 

１－３．都市計画公園「天理ダム風致公

園」整備と地域活性化について 

平成 29年 

3月 14日 

( 3 / 1 受 付 ) 

堀 田 佳 照 

(一括質問) 

１．龍王山の活性化について 

 

１．「古代」「中世」「現代」をキーワード

に大和古墳群、山城跡、山の辺の道、

長岳寺、トレイルセンターとの連携活

用 

平成 29年 

3月 14日 

( 3 / 2 受 付 ) 

荻 原 文 明 

(一括質問) 

１．再生可能エネルギー等の普及

促進について 

２．公営住宅建替えについて 

３．ＪＲ無人駅の活用について 

４．テレワークについて 

５．歴史文化資源を核とした文

化・芸術振興の拠点づくりプロ

ジェクトについて 

 

１．新電力の導入について検討すること

について。共同住宅共用部 LED化、住

宅用エネルギー管理システム（HEMS）

導入、個人住宅の太陽光発電普及促進、

家庭用燃料電池設置、家庭用蓄電シス

テム設置、これらの促進のための費用

への助成について。雨水貯留槽の普及

について。 

２．公営住宅建替えと今後の方針につい

て。 

３．鉄道駅舎は町の玄関口、無人化を解

消し、有効活用により活性化と安全性

を確保することについて。 

４．テレワークの実施方針と今後の見通

しについて。 

５．文化、芸術、スポーツは、市民が生

涯にわたって健康で文化的な生活をい

となむ上で欠かせないものです。経済

振興や来訪者への魅力発信も住民一人

一人がこれらに親しんで豊かな生活を

送ってこそ意義があるものです。こう

した観点と今後の総合的市政運営につ

いて。 



 

 

平成 29年 

3月 14日 

( 3 / 2 受 付 ) 

寺 井 正 則 

(一問一答) 

１．安定的な供給を確保するため

の水道事業について 

２．子どもの医療費助成の現物給

付について 

 

１－１．水道施設の適切な資産管理を推

進する上で欠かすことのできない水道

台帳の整備の状況は。 

１－２．日本の水インフラは高度経済成

長期の 1970 年代に急速に整備が進ん

だため、今後一気に老朽化の波が押し

寄せてくるが、本市の見通しは。 

１－３．水質の安全を確保する上で、早

急な更新が必要な鉛菅とアスベスト菅

の交換は終えているか。また、管路更

新率は何％か。 

１－４．昨年の熊本地震では耐震化の必

要性が表面化した。耐震管への取り換

えの状況は。 

１－５．本市のアセットマネジメントの

概要は。 

１－６．安定供給のため広域連携に向け

た考えは。 

１－７．長期的な見通しに基づいた持続

可能なサービスに見合う水道料金の設

定についての考えは。 

２－１．子どもの医療費助成の現物給付

を行っていないのは奈良県を含めて全

国で４県だけ。その理由は。 

２－２．子ども医療費助成の窓口無料化

について県との協議を進める考えは。 


